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『 トッ プ の 源 流 赳醜 第50回 性】連載

ⅢⅢ

清川メツキエ業

清川 肇荘長

午
前
２
時
こ
ろ
ま
で
書
き
直
し
い
帰

宅
し
て
寝
て
、
翌
朝
に
出
社
。
そ
ん

な
日
々
が
１
年
半
く
ら
い
続
き
、
論

文
が
通
る
。
テ
ー
マ
は
、
も
ち
ろ
ん

メ
ッ
キ
だ
。
，こ
の
関
、
研
究
室
は
事

実
上
、
工
作
室
だ
っ
た
。
不
良
品
の

分
析
か
ら
、
ま
だ
世
の
中
に
な
い
メ

ツ
キ
装
置
を
つ
く
る
こ
と
へ
重
点
が

移
り
、
研
究
室
に
あ
る
器
具
が
使
え

て
助
か
っ
た
。
メ
ッ
キ
に
潤
す
る
新

し
い
知
識
が
蓄
積
さ
れ
、
『源
流
』

が
流
れ
始
め
て
い
く
。

８７
年
３
月
に
同
大
工
学
部
を
卒
業

す
る
と
き
、
清
川
メ
ッ
キ
の
創
業
者

で
社
長
の
父

・
忠
氏

（現
会
長
）
が

勧
め
た
大
阪
府
の
電
機
メ
ー
カ
ー
ヘ

の
就
職
を
断
ヶ
、
大
学
院
の
修
士
課

程
へ
進
ん
だ
。
そ
の
メ
ー
カ
ー
は
創

業
家
の
子
弟
を
受
け
入
れ
、
後
継
者

と
し
て
修
業
す
る
場
を
提
供
し
て
い

た
。
そ
ん
な

「
レ
ー
ル
」
に
当
然
の

ェ
う
に
乗
る
の
が
、
嫌
だ
つ
た
。

「大
学
院
の
試
験
で
は
何
人
か
落
ち

る
」
と
樹
き
、
化
学
工
学
を
猛
勉
強

し
た
。
試
験
に
通
っ
て
、
会
社
の
経

営
を
継
ぐ
か
ど
す
か
は
別
に
し
て
メ

ン
キ
に
つ
い
て
知

っ
て
お
こ
つヽ
と
決

め
、
社
内
で
枡
究
テ
ー
マ
を
探
す
０

博
士
課
程
で
流
れ
出
す

『源
流
』
の

水
源
が
、
生
ま
れ
て
い
く
。

修
士
課
程
を
終
え
て
８９
年
４
月
に

富
士
通
へ
就
職
し
、
川
崎
市
の
工
場

で
半
導
体
開
発
チ
ー
ム
に
配
属
さ
れ

た
。
当
時
の
富
士
通
は
国
内
外
で
半

導
体
工
場
を
増
強
し
、
開
発
チ
ー
ム

の
面
々
は
応
援
に
派
遣
さ
れ
、
残
っ

た
の
は
先
輩
１
人
と
自
分
だ
け
。
新

人
社
員
も
何
で
も
や
ら
さ
れ
、
半
導

体
の
開
発
に
も
取
り
組
め
た
。

３
年
目
を
迎
え
る
こ
み
、
新
し
い

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
決
ま
る
。
参

加
さ
せ
て
も
お
お
う
と
思
っ
た
ら
、

母
か
ら
電
話
が
あ
り
、
父
の
体
制
が

よ
く
な
い
か
ら
帰
っ
て
き
て
く
れ
な

い
か
、
と
言
わ
れ
た
。
５
年
し
た
ら

退
社
し
、
清
川
メ
ッ
キ
ヘ
ぃ
く
つ
も

り
だ
つ
た
。
で
も
、
そ
う
す
る
と
新

し
い
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
を
途
中
で
抜
け

る
こ
と
に
な
り
、
チ
ー
ム
に
迷
惑
を

か
け
る
。
退
社
を
決
断
し
た
。

「父
の
体
調
が
悪
い
」

聞
い
て
帰
郷
す
る
と
　
　
・

元
気
で
母
に
や
ら
れ
た

・

帰
郷
し
て
９２
年
１
月
に
清
川
メ
ッ

キ
ヘ
入
る
と
、
父
の
体
調
は
悪
そ
う

に
み
え
な
い
。
「
お
ふ
ぐ
ろ
に
や
ら

れ
た
な
」
と
苦
笑
し
、
技
術
部
門
を

受
け
持
っ
た
。
や
が
て
、
冒
頭
で
触

れ
た
よ
う
に
博
士
課
程
へ
の
入
学
を

勧
め
ら
れ
て
、
応
じ
た
。

１
９
６
４
年
４
月
、
福
井
市
で
生

ま
れ
る
。
父
母
と
弟
２
人
の
５
人
家

族
。
尖

・
忠
さ
ん
は
繊
維
メ
ー
ォ
ー

に
勤
め
て
い
た
が
ヽ
２０
代
初
め
に
退

社
。
起
業
を
志
し
、
職
業
別
電
話
帳

を
み
て
市
内
に
少
な
か
っ
た
メ
ッ
キ

会
社
を
選
び
、
肇
さ
ん
が
生
ま
れ
る

前
年
に
清
川
メ
ッ
キ
エ
業
所

（現

・

清
川
メ
ッ
キ
エ
業
）
を
設
立
。
母

・

フ
・ト
ヨ
子
さ
ん
と
創
業
し
た
。

自
宅
は
１
階
が
事
務
所
、
２
階
が

居
宅
。
建
物
は
い
ま
も
残
り
、
後
ろ

に
工
場
が
あ
り
、
そ
の
先
は
川
の
堤

防
ま
で
田
ん
ぼ
。
自
宅
か
ら
歩
い
て

約
１０
分
の
市
立
和
田
小
学
校
へ
通
っ

た
。
市
立
成
和
中
学
校
、
県
立
足
羽

高
校
か
ら
福
井
大
学
工
学
部
へ
と
進

み
、
得
意
な
科
目
が
化
学
だ
っ
た
の

で
工
業
化
学
科
を
選
ぶ
ｏ

こ
の
間
、
父
に

一
度
も

「会
社
を

継
げ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

だ
が
、
母
や
社
員
に
は
言
わ
れ
て
、

「そ
う
な
る
の
だ
ろ
う
な
」
と
思
い

な
が
ら
過
ご
し
て
い
た
。

大
学
院
で
、
高
島
先
生
と
共
同
で

開
発
し
た
独
自
技
術
に
、，
水
を
は
じ

く
撥
水
メ
ッ
キ
が
あ
る
。
先
生
は
フ

ッ
素
に
も
詳
し
く
て
、
メ
ッ
キ
す
る

表
面
に
ハ
ス
の
葉
と
同
じ
よ
う
に
細

か
な
突
起
を
つ
く
つ
て
、
溶
波
に
水

を
は
じ
く
フ
ッ
素
樹
脂
の
粉
を
浮
か

べ
て
メ
ッ
キ
し
、
粉
を
突
起
に
ま
ぶ

し
て
い
く
と
開
発
で
き
た
。
ア
イ
ロ

ン
の
底
の
板
に
使
う
と
静
電
気
が
起

き
な
い
し
、
ビ
ニ
ー
ル
が
く

っ
つ
い

て
も
す
ぐ
に
は
が
せ
る
。
軽
く
て
、

３
分
の
１
く
ら
い
の
力
で
ア
イ
ロ
ン

を
か
け
る
二
と
が
で
き
た
。

新
妻
七
展
示
会
へ
い
き

新
技
術
を
抜
露
し
て

営
業
活
動
は
ゼ
ロ

こ
う
い
う
斬
究
開
発
は
、
何
か
に

役
に
立
つ
　
ヽ
シ
ー
ズ

（種
）
を
生
む
。

そ
の
シ
ー
ズ
が
、
企
業
な
ど
が
抱
え

る
課
題
が
持
つ
ニ
ー
ズ

（解
決
策
）

と
適
合
す
る
と
、
新
た
な
製
品
や
サ

ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
る
。
撥
水
メ
ッ
キ

も
、
ど
う
使
わ
れ
る
か
は
分
か
ら
ず

に
開
発
し
た
が
、
使
い
た
い
企
業
が

あ
れ
ば
商
談
は
進
む
。

だ
か
ら
、
開
発
し
た
技
術
や
試
作

品
は
、
技
術
展
示
会
へ
出
す
。
綾
水

メ
ッ
キ
は
東
京

・
晴
海
で
国
際
技
術

展
が
あ
っ
た
際
、
結
婚
し
た
ば
か
り

の
妻
と
２
人
で
展
示
し
た
。
み
た
客

は

「何
だ
、
′水
を
は
じ
く
金
属
の
膜

が
あ
る
ぞ
」
と
不
思
議
が
り
、
何
に

‘

使
う
と
い
い
か
を
考
え
て
く
れ
た
。

い
ま
社
員
が
３
６
０
人
い
る
が
、

営
業
部
隊
は
ゼ
ロ
。
技
術
展
へ
参
加

し
、
新
し
い
技
術
を
披
露
し
て

「
こ

れ
を
う
ち
の
製
品
の
生
産
に
使
い
た

い
」
と
思
っ
て
く
れ
る
企
業
と
の
出

会
い
を
待
つ
。
こ
の
手
法
で
、
半
導

体
な
ど
電
子
部
品
の
メ
ッ
キ
は
、
年

間
１
５
０
０
億
個
に
近
づ
い
て
い
る
。

２
０
１
０
年
１
月
に
社
長
に
な
っ

て
か
ら
、
ず
つ
と
技
術
部
長
を
兼
務

し
て
い
る
。
先
々
、
社
長
の
座
を
譲

つ
て
も
、
こ
れ
だ
け
は
続
け
た
い
。

誰
も
や
っ
て
い
な
い
こ
と
を
や
る
の

は
醍
醐
味
で
、
「死
ぬ
ま
で
や
り
た

い
」
と
言
い
切
る
か
ら
、
福
井
大
学

で
流
れ
始
め
た

「自
分
で
考
え
、
自

分
で
装
置
を
つ
く
る
」
と
い
う

『源

流
』
か
ら
の
流
れ
は
、
主
だ
ま
だ
勢

い
を
増
し
そ
う
だ
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

街
風
隆
雄

次
回
は
清
川
肇
さ
ん
の

『源
流
Ａ
ｇ
ａ
ｉ
ｎ
』

で
福
弁
大
学
な
ど
を
訪
ね
ま
す

「難題も断らない」と、

父は言い続けてきた。

電子部品のメッキも、

後から技術開発した。

自分もそう言ってきて

他社ができない地平も

いくつも切り拓いた

仕事の後も大学院で装置開発
自分で考える社風に

i

きよかわ:は じめ

1964年 4月生まれt福井市出身。

子どものころは学校から帰ると、

すぐに自宅向かいの神社δ境内へいつた6

いけば遊び友だちが必ずいて野球ができた。

境内が狭いので打球が外まで飛んで、

隣家の窓ガラスを割ってしまい、叱られた。

中学校は同じ学年に生徒が500人 もいて、

市内のいろいろなところで行き交うが、

一度も話したことがないのですれ違うだけ。
バスケットがィル部の練習は走るばかりで、

長距離に強くなつて学校対抗マラソン大会や
1500メ ートル走の選手に選ばれた。
東京の大学へいきたかつたがうまくいかず、

旅行必外で県外へ出たの14富士通就職だt,。ツ
富士通では辞める1年くらい前から休日に、

買つたカートを小型トラックに積んで、

芳::5写通疋家系を堅発こ猛覇島著I:みる
くらいの全身運動で、首も鍛えられた。

中学校時代からの映画好きで、

会社の寮からは川崎の映画館が近かつたが、
せっかくの首都圏住まいなので銀座で観たき

１
９
９
４
年
か
ら
９５
年

ヽ
とこ
か
け
て

福
井
市
和
田
中
の
本
社
で
夕
方
早
く

仕
事
を
終
え
る
と
、
市
内
に
あ
る
福

井
大
学
の
大
学
院
工
学
研
究
科
へ
い

き
、
メ
ッ
キ
装
置
の
開
発
や
実
験
を

重
ね
、
博
士
論
文
を
ま
と
め
た
。

メ
ッ
キ
に
は
、
金
属
な
ど
に
金
や

銀
の
薄
い
膜
を
か
ぶ
せ
る
装
飾
用
、

空
気
中
や
水
中
の
酸
素
に
よ
つ
て
錆

び
る
の
を
防
ぐ
防
食
用
の
ほ
か
、
薄

膜
に
使
う
素
材
の
電
気
の
伝
導
性
な

ど
特
性
を
活
か
す
機
能
メ
ッ
キ
も
あ

る
「
こ
の
機
能
メ
ッ
キ
で
独
自
技
術

を
開
発
し
、
半
導
体
な
ど
ナ
ノ
メ
ー

ト
ル
ス
ー０
億
分
の
１
メ
ー
ト
ル
）
単

位
の
超
微
細
在
電
子
部
品
に
も
メ
ッ

キ
し
て
、
清
川
メ
ッ
キ
エ
業
を
国
内

屈
指
の
メ
ッ
キ
企
業
へ
導
い
た
。
こ

の
博
士
課
程
の
日
々
が
、
清
川
肇
さ

ん
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ト
ツ
ン
と
し
て
の

『源
流
片
に
な
っ
た
「

指
導
を
受
け
た
の
は
高
島
正
之
先

、
生

（現

・
客
員
教
授
）
。
工
学
部
４

年
生
で
無
機
化
学
を
教
わ
り
、
大
学

院
の
修
士
課
程
で
も
世
話
に
な
る
。

先
生
は
電
池
分
野
が
専
門
で
、
電
池

と
メ
ッ
キ
に
は
使
う
化
学
反
応
な
ど

に
共
通
点
も
あ
る
が
、
「何
を
や
る

か
は
自
分
で
考
え
、
実
験
に
必
要
な

装
置
は
自
分
で
つ
く
り
な
さ
い
」
と
、

自
主

・
自
力
を
求
め
た
。　
　
　
　
　
．

博
士
課
程
へ
入
る
前
、
先
生
の
研

究
室
で
清
川
メ
ッ
キ
ヘ
き
た
不
良
品

に
関
す
る
ク
レ
ー
ム
の
原
因
を
解
析

し
た
。
７
割
は
客
が
メ
ッ
キ
を
依
頼

し
た
素
材
の
側
に
問
題
が
み
つ
か
っ

た
が
、
３
割
は
メ
ッ
キ
側
に
原
因
も

あ
っ
た
。
そ
の
回
答
と
対
策
を
早
く

出
せ
ば
、
客
も
納
得
す
る
。
遅
い
と

工
場
ま
で
や
っ
て
き
て
、
メ
ッ
キ
の

過

！程
を
調
べ
、
清
川
メ
ッ
キ
独
自
の

ノ
ウ
ハ
ウ
ま
で
教
え
る
よ
う
に
求
め

る
。
放
置
す
れ
ば
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
社

外
へ
流
出
す
る
懸
念
が
あ
っ
た
。

博
士
課
程
へ
誘
わ
れ

論
文
集
を
出
す
と

赤
ペ
ン
が
入
っ
て
き
た

不
良
品
の
解
析
は
、
高
価
な
分
析

機
が
必
要
だ
。
高
島
先
生
の
研
究
室

で
そ
れ
が
使
え
、
あ
と
は
必
要
な
装

置
を
つ
く
れ
ば
い
い
。
学
校
の
許
可

も
得
て
解
析
に
通
っ
て
い
た
ち
ハ
先

生
に

「博
士
課
程
に
入
ら
な
い
か
」

と
誘
わ
れ
、
９８
年
４
月
に
入
っ
た
。

た
だ
、
そ
の
後
も
１
年
近
く
不
良
品

の
原
因
を
調
べ
て
い
た
ら
、
先
生
に

「
い
つ
研
究
す
る
の
だ
」と
叱
ら
れ
る
。

そ
れ
で
、
冒
頭
の
よ
う
に
２
年
目
と

３
年
目
は
研
究
を
優
先
。
朝
８
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
会
社
で
仕
事
を
し

て
か
ら
大
学
へ
い
っ
て
、
実
験
や
研

究
を
重
ね
た
。

実
験
は
楽
し
静
が
、
論
文
を
書
く

の
は
幸
い
。
で
も
、
先
生
は
い
つ
も

夜
１０
時
ま
で
残
っ
て
、
相
談
に
乗
っ

て
く
れ
た
。
論
文
集
を

「
こ
う
い
う

内
容
に
し
ま
す
」
と
み
せ
る
と
、
赤

ペ
ン
で
添
削
し
て

「明
日
ま
で
に
書

き
直
し
て
こ
い
」
と
言
っ
て
帰
る
。
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